
表
２
　
方
式
別
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
特
徴

水
晶
デ
バ
イ
ス

コ
ネ
ク
タ
ー

ス
イ
ッ
チ

小
型
モ
ー
タ
ー

ノ
イ
ズ
対
策
部
品

　
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
な
ど
携
帯
型
電
子
機
器
向
け

に
搭
載
さ
れ
る
超
小
型
モ
ー
タ

ー
の
分
野
で
は
、
機
器
の
性
能

向
上
に
つ
な
が
る
付
加
機
能
を

つ
け
た
モ
ー
タ
ー
が
次
々
と
開

発
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
搭
載
の
携
帯
電
話

で
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
触
れ
た
時

に
振
動
を
与
え
て
、
押
し
た
か

ど
う
か
を
確
認
で
き
る
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
機
能
付
き
振
動
モ
ー

タ
ー
の
需
要
が
急
拡
大
し
て
い

る
。
ま
た
、
携
帯
電
話
の
カ
メ

ラ
機
能
向
上
に
伴
い
、
オ
ー
ト

フ
ォ
ー
カ
ス
用
ボ
イ
ス
コ
イ
ル

モ
ー
タ
ー
の
需
要
も
伸
び
て
い

る
。

　
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
分

野
で
も
録
画
機
能
付
き
の
機
種

が
増
加
し
て
お
り
、
ズ
ー
ム
レ

ン
ズ
駆
動
用
と
し
て
音
の
出
な

い
サ
イ
レ
ン
ト
ギ
ヤ
ー
ド
モ
ー

タ
ー
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
小
型
モ
ー
タ
ー
の
需
要
は

今
後
も
機
器
の
利
便
性
向
上
な

ど
を
背
景
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
拡
大
し
て
い
く
と
み
ら
れ
る

が
、
Ｉ
Ｔ
機
器
以
外
の
分
野
で

も
自
動
車
電
装
用
な
ど
で
使
用

部
位
が
着
実
に
増
加
し
て
お

り
、
今
後
も
市
場
の
す
そ
野
は

拡
大
基
調
を
た
ど
る
と
予
想
さ

れ
る
。

　
携
帯
電
話
を
中
心
と
し
た
携

帯
端
末
は
、
多
機
能
化
に
伴
う

高
密
度
実
装
要
求
に
対
応
す
る

た
め
、
コ
ネ
ク
タ
ー
も
狭
ピ
ッ

チ
化
、
低
背
化
が
年
々
進
ん
で

い
る
。

　
細
線
同
軸
コ
ネ
ク
タ
ー
で
は

端
子
ピ
ッ
チ
０
・

、
嵌か

ん

合
高
さ
０
・
８

品
が
製
品

ご
う化

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
プ
リ
ン
ト
基
板

Ｆ
Ｐ

Ｃ

接
続
用
で
は
端
子
ピ
ッ
チ

で
０
・
２

、
嵌
合
高
さ
で

０
・
８

品
、
基
板
対
基
板

用
で
端
子
ピ
ッ
チ
０
・

、
嵌
合
高
さ
０
・
７

品

が
量
産
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
接
続
用
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
高
周
波
同
軸

コ
ネ
ク
タ
ー
で
は
嵌
合
高
さ
１

品
が
製
品
化
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
狭
ピ
ッ
チ
・
低

背
化
の
技
術
に
は
、
接
続
信
頼

性
、
耐
久
性
、
作
業
性
な
ど
を

含
め
た
高
度
な
設
計
技
術
お
よ

び
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
高

精
度
な
金
型
技
術
が
必
須
で
あ

る
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
間
の

高
速
デ
ー
タ
伝
送
規
格
で
あ
る

Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・
０
に
対
応
し
た
コ

ネ
ク
タ
ー
な
ど
も
相
次
い
で
製

品
化
さ
れ
て
い
る
。
高
速
信
号

用
コ
ネ
ク
タ
ー
で
は
ノ
イ
ズ
対

策
の
難
易
度
が
増
し
て
お
り
、

高
度
な
設
計
技
術
が
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
今
後
も
コ

ネ
ク
タ
ー
に
要
求
さ
れ
る
技
術

的
課
題
は
多
く
、
精
密
加
工
・

設
計
技
術
に
強
み
を
持
つ
日
系

企
業
は
、
携
帯
端
末
向
け
を
中

心
に
需
要
を
開
拓
し
て
い
く
も

の
み
ら
れ
る
。

　
携
帯
電
話
を
中
心
と
し
た
無

線
通
信
機
器
で
は
、
そ
の
基
準

周
波
数
発
生
器
と
し
て
水
晶
デ

バ
イ
ス
が
必
須
の
部
品
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
ユ
ビ
キ
タ
ス

社
会
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
電

子
機
器
が
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
時
代
が
到

来
す
る
と
み
ら
れ
、
そ
の
な
か

で
水
晶
デ
バ
イ
ス
の
果
た
す
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

こ
よ
う
。
特
に
最
近
で
は
携
帯

電
話
だ
け
で
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
新
た
な
無
線
情
報

端
末
市
場
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
ほ
か
、
自
動
車
分
野
で
も
電

装
化
の
進
展
に
よ
っ
て
水
晶
デ

バ
イ
ス
の
搭
載
個
数
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　
水
晶
デ
バ
イ
ス
で
も
携
帯
電

子
機
器
向
け
を
中
心
に
小
型
薄

型
化
が
進
ん
で
お
り
、
現
在
は

水
晶
振
動
子
で
１
・
２

×
１

・
０

、
高
さ
０
・
３

品
、
水
晶
発
振
器
で
１
・
６

×
１
・
２

、
高
さ
０
・
７

品
の
超
小
型
品
が
製
品
化

さ
れ
て
い
る
。
電
子
ビ
ー
ム
封

止
工
法
に
よ
る
高
精
度
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ン
グ
技
術
を
用
い
る
こ
と

な
ど
で
実
現
可
能
と
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
水
晶
チ
ッ
プ
の
形
成

に
お
い
て
フ
ォ
ト
リ
ソ
グ
ラ
フ

ィ
ー
工
程
の
導
入
で
一
段
の
小

型
化
を
進
め
る
な
ど
、
生
産
プ

ロ
セ
ス
の
難
易
度
も
増
し
て
き

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
超
小
型

品
に
お
け
る
日
系
企
業
の
優
位

性
は
今
後
も
揺
る
ぎ
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
携

帯
端
末
の
普
及
拡
大
が
続
く
な

か
で
、
ス
イ
ッ
チ
に
関
し
て
も

高
い
精
密
金
型
技
術
を
持
つ
日

系
企
業
の
技
術
力
が
評
価
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
携
帯
端
末

に
搭
載
さ
れ
る
ス
イ
ッ
チ
は
小

型
・
薄
型
化
が
求
め
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
高
い
操
作
性
や
耐

久
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
た
め

で
あ
る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
材
料
の

開
発
か
ら
精
巧
な
構
造
設
計
技

術
、
こ
れ
に
対
応
す
る
金
型
技

術
お
よ
び
組
み
立
て
技
術
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。

　
一
方
で
、
入
力
デ
バ
イ
ス
と

し
て
従
来
の
ス
イ
ッ
チ
に
か
わ

り
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
搭
載
し
た

携
帯
端
末
の
需
要
も
急
速
に
伸

び
て
き
て
い
る
。
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
の
反
応
速
度
や
信
頼
性
が
向

上
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

は
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、

携
帯
ゲ
ー
ム
機
か
ら
白
モ
ノ
家

電
に
至
る
ま
で
、
今
後
は
表
示

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
搭
載
す
る
電

子
機
器
の
入
力
デ
バ
イ
ス
と
し

て
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
主
流

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
現
在
、
携
帯
端
末
向
け
で
は

抵
抗
膜
方
式
と
静
電
容
量
方
式

の
２
種
類
が
普
及
し
て
い
る

表
２

が
、
今
後
は
マ
ル
チ

タ
ッ
チ
入
力
が
必
要
な
も
の
は

静
電
容
量
方
式
に
、
簡
易
な
操

作
の
み
の
も
の
は
コ
ス
ト
的
に

安
価
な
抵
抗
膜
方
式
と
、
す
み

分
け
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。

　
電
子
機
器
の
高
性
能
化

信

号
処
理
速
度
の
高
速
化

と
と

も
に
、
機
器
の
誤
動
作
に
も
つ

な
が
り
か
ね
な
い
ノ
イ
ズ
対
策

問
題
は
年
々
深
刻
化
し
て
い

る
。
な
か
で
も
、
携
帯
電
話
や

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
携
帯
情

報
端
末
機
で
は
、
基
板
上
で
の

実
装
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
た

め
、
ノ
イ
ズ
対
策
部
品
も
よ
り

一
段
の
小
型
化
が
要
求
さ
れ
て

い
る
。
高
周
波
回
路
用
フ
ェ
ラ

イ
ト
ビ
ー
ズ
で
は
０
・
６

×

０
・
３

品
の
ほ
か
、
０
・

４

×
０
・
２

品
も
一
部

で
量
産
が
始
ま
っ
て
い
る
ほ

か
、
巻
線
イ
ン
ダ
ク
タ
ー
で
も

１
・
２

×
０
・
６

品
が

量
産
化
さ
れ
る
な
ど
小
型
化
が

急
速
に
進
ん
で
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
サ
イ
ズ
で
あ
っ
て

も
定
格
電
流
値
や
イ
ン
ダ
ク
タ

ン
ス
値
な
ど
性
能
面
で
の
向
上

が
進
ん
で
い
る
。
ノ
イ
ズ
対
策

部
品
で
対
応
し
き
れ
な
い
部
位

に
は
磁
性
材
料
を
用
い
た
ノ
イ

ズ
抑
制
シ
ー
ト
で
対
処
す
る
と

い
っ
た
需
要
も
あ
る
。
設
計
段

階
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
、
も

し
く
は
ど
う
し
て
も
ノ
イ
ズ
対

策
部
品
で
は
対
処
し
き
れ
な
い

ノ
イ
ズ
発
生
源
を
外
部
に
漏
れ

な
い
よ
う
に
、
シ
ー
ト
で
覆
っ

て
対
処
す
る
方
法
で
あ
る
。

―

帯
域
ま
で
広
範
な

周
波
数
帯
域
の
ノ
イ
ズ
を
抑
制

す
る
シ
ー
ト
材
が
製
品
化
さ
れ

て
い
る
。◆

　◆
　◆

　
主
要
電
子
部
品
の
動
向
に
つ

い
て
み
て
き
た
が
、
全
て
の
電

子
部
品
で
言
え
る
こ
と
は
、
小

型
化
や
高
周
波
対
応
な
ど
技
術

的
な
進
歩
が
年
々
続
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
昨
今
で

は
、
開
発
課
題
の
な
か
に
「
環

境
」
対
応
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

も
必
須
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
技
術
開
発
力
で
世
界
ト

ッ
プ
を
走
る
日
本
の
電
子
部
品

業
界
が
活
躍
す
る
余
地
は
、
ま

だ
ま
だ
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

ＩＴ機器の小型化、高性能化に貢献する電子部品

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １０月４日 火曜日 　　


